
　昨年７月に「東京奥能登応援
団だより」第１号が発刊されて
から１０ヶ月が経過しようとし
ています。

　能登町商工会は、平成 18 年４月に、旧能都町、内浦町、
柳田村の３町村商工会が合併し誕生３年目を迎えました。
　商工会を取り巻く環境は能登地区のみならず日本の地方全
体の問題でありますが、少子高齢化から小規模零細企業は後
継者が不在となり廃業が目立ち大変厳しい状況下にあります。
　このような厳しい現況下でありますが、能登町商工会とし
ては、商店街に「元気が出る」活性化を取り戻すべく地域の
活性化に取組んでおり、昨年７月 19 日から 10 月 26 日ま
で「能登ふるさと博」を実施し、期間中の９月 14 日ランプ
シェード「あかりフェステバル」を実施、10 月 16 日には「大
相撲能登場所」が開催され２千人超の大入り満員となり大盛
況でありました。その際遠くは、東京、千葉、名古屋、滋賀
等の各県から能登出身の方々がふるさとを思い大相撲観戦を
兼ね帰郷されて、良い思い出になったことでしょう。
　昨年 12 月 14 日今年で第４回の「のと寒ぶりまつり」を
実施しました。「能登寒ぶり」は富山氷見の寒ぶりより良質で

高い評価を受けています。
　商工会の大きな事業として、平成 17 年度から取組んでま
いりました JAPAN ブランド育成支援事業で「能登の醸し」
ブランド発信事業を推進してきました。昔懐かしい「いしる」
能登の伝統的な発酵食品である魚醤「いしり」をブランドと
して今年の２月９日～ 11 日には東京国際フォーラムで開催
された世界料理サミットの会場で、世界の一流シェフの皆様
に「いしり」紹介しました。
　又、私たち商工会は、町内イベントにも積極的に参加し、
お祭りの宝庫である能登地方とりわけ当町には、５月小木の
伴旗まつり、７月宇出津あばれ祭り、松波人形きりこ祭り、
恋路の火祭り、８月鵜川にわか祭り等々沢山のお祭りがござ
います。ふるさとのお祭りが目に浮かんでくることでしょう。
　わが町における地場産業の一つとして今一度お知らせして
おかねばなりません。それは「能登の醸し」ブランドとして、
能登杜氏の地酒があります。石川県で開発された酒米”石川門”
から醸造した日本酒、又日本酒で醸造した「うめ酒」、海洋深
層水を利用し醸造した日本酒等現在３社が夫々の特色を活か
し地域の活性化のために頑張っております。
　東京奥能登応援団の皆様には、能登・東京便が開港６年目
を迎え「ふるさと」が大変近くなりました。四季を通じ多彩
な行事、豊富な海の幸・山の幸で、ゆっくりおくつろぎいた
だければと思います。
　最後に、東京奥能登応援団の今後益々のご隆盛を心よりお
祈り申し上げ、ごあいさつといたします。

能登町商工会

会 長　数 馬  嘉 雄

奥能登ふるさとを思っていただける皆様へ
やませみ もちのきの実
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「
土
徳
」
の
里
・
能
登

　

奥
能
登
の
地
形
は
低
い
山
々
が
宝
立
山
と
山
伏
山
を
頭
に
し
て
な

だ
ら
か
に
海
岸
へ
延
び
て
い
る
。
そ
の
あ
わ
さ
い
で
田
畑
を
耕
し
、

山
の
幸
・
海
の
幸
を
得
て
、
眞
脇
遺
跡
に
象
徴
さ
れ
る
縄
文
の
頃
か

ら
奥
能
登
人
は
自
然
の
恵
み
の
中
で
暮
ら
し
て
き
た
。
春
に
は
緑
を

呼
び
、
鳥
・
花
・
山
菜
を
提
供
し
、
秋
は
木
の
実
・
茸
・
彩
色
を
運

ん
で
く
る
。
し
か
も
、
深
閑
と
し
た
冬
期
を
含
め
て
四
季
折
々
の
海

産
物
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
文
字
通
り
里
地
里
山
と
里
海
が

織
り
成
す
稀
有
な
風
土
で
あ
る
。

　

今
で
も
帰
郷
す
る
と
、
奥
能
登
人
は
自
然
の
中
の
一
員
と
し
て
生

き
て
い
る
と
強
く
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
季
節
に
よ
り
晴
れ
た
日
に

は
、
東
に
立
山
連
峰
を
仰
ぎ
、
佐
渡
を
遠
望
で
き
る
。
半
島
の
先
端

に
立
て
ば
、昇
る
朝
日
も
沈
む
夕
日
の
美
し
さ
も
拝
め
る
の
で
あ
る
。

　

仏
典
“
天
台
本
覚
論
”
の
中
に
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
草
、
木
、
国
土
と
い
う
鉱
物
や
無
機
物
に

い
た
る
ま
で
総
て
の
物
に
仏
性
が
あ
り
仏
と
な
る
と
い
う
思
想
が
あ

る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
子
ど
も
の
頃
、
古
老
達
が
「
山
や
川
や
海

は
人
間
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
。
古
く
か
ら
神
が
宿
り
仏
も
住
ん
で

い
る
。い
や
、神
仏
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
大
事
に
し
な
く
ち
ゃ
」と
、

語
っ
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
単
な
る
ア
ニ
ミ
ズ

ム
だ
、
非
科
学
的
だ
と
一
蹴
し
て
は
な
ら
な
い
。
最
新
の
地
学
、
生

物
学
、
生
理
学
な
ど
は
恐
る
べ
き
論
証
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で

あ
る
。

　

と
に
か
く
、
奥
能
登
に
は
人
間
中
心
主
義
で
は
な
い
、
万
物
の
生

命
を
尊
重
す
る
考
え
が
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
れ
が
証
拠
に
「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
」
と
言
わ
れ
る
。

奥
能
登
に
は
自
然
と
人
間
と
が
一
体
と
な
っ
て
汚
れ
の
な
い
清
ら
か

さ
と
温
も
り
の
情
愛
が
堆
積
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

 

奥
能
登
人
は
、
何
十
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
眼
に
見
え
な
い
力
で

育
む
仏
意
の
大
き
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
誰
も
彼
も
が
知
ら
ず
知
ら

ず
の
内
に
た
だ
そ
の
ま
ま
に
仏
の
育
て
に
預
か
る
力
で
生
き
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
在
り
様
を
、
民
芸
家
柳
宗
悦
氏
は
「
土
徳
」
と
造

語
し
て
い
る
。
ま
さ
に
奥
能
登
は
慈
悲
深
さ
と
情
け
あ
り
、
そ
の
意

味
で
確
か
な
る
「
土
徳
」
の
里
で
あ
る
。

　

西
に
山
あ
る
人
は
山
上
に
、
ま
た
、
西
に
海
に
開
け
る
人
は
海
上

か
な
た
へ
沈
む
夕
日
の
方
向
に
夢
・
浄
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
生
き
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
私
た
ち
は
受
け
継
い
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

     

（
押
上
武
文
︿
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
﹀）
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▪ 

ふ
る
さ
と
自
慢

    　

     

珠
洲
か
る
た 

▪ 

　

珠
洲
青
年
会
議
所
（
理
事
長　

和
田
丈
太

郎
）
は　
「
誇
り
の
持
て
る
地
域
」
の
創
造

を
趣
旨
に
「
珠
洲
郷
土
か
る
た
」
を
作
成
し

ま
し
た
。読
み
札
は
市
内
を
中
心
に
公
募
し
、

取
り
札
は
市
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
達
が
描

い
た
可
愛
い
絵
か
ら
審
査
し
ま
し
た
。
観
光

地
や
歴
史
施
設
、
文
化
財
、
特
産
品
な
ど
ふ

る
さ
と
自
慢
が
読
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ　

倒
さ
杉  

弘
法
大
師
の  

箸
の
あ
と　
　

   

若
山
町　

 

春
田
厚
子

み　

見
附
島  

七
夕
キ
リ
コ
が  

乱
舞
す
る　

   

宝
立
町　

 

谷
口
幸
宣

ら　

ラ
ベ
ン
ダ
ー  

香
り
た
だ
よ
う  

八
ヶ
山   

正
院
町　

 

高
山
泰
子

「
す
ず
ろ
も
の
が
た
り
」（
昭
和
33
年
２
月
発
行
か
ら
）

　

今
は
昔
の
は
な
し
・
ほ
そ
か
わ
秋
堂　
（
そ
の
２
）

　
　

（
炉
端
、
焚
き
火
に
あ
た
り
つ
つ
声
を
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

─
正
院
町
川
尻
、
新
保
貞
吉
氏
談

─　

　

世
の
中
ｱ
変
わ
っ
て
し
も
た
や
の
け･･･

。
此
所
の
山
畠
（
川
尻
、

不
動
山
畑
、黒
滝
要
害
に
続
く
）で
も
お
ら
の
若
い
時
ｱ（
明
治
丗
年
頃
）

い
ち
め
ん
に
瓜
と
西
瓜
ば
っ
か
り
け
の･･･

。
こ
り
あ
、
あ
ん
た
、
こ

の
川
尻
の
も
ん
で
な
け
に
や
、
誰
も
こ
の
へ
ん
に
作
り
か
た
知
ら
ん
が

で
川
尻
の
一
手
販
売
や
っ
た
わ
け
。「
ヨ
ッ
シ
ョ
、
ヨ
ッ
シ
ョ
」
ざ
る

に
か
た
ん
で
松
波
さ
ま
（
松
岡
寺
）
や
、
鵜
飼
さ
ま
（
妙
厳
寺
）
も
引

上
会
の
朝
じ
（
暁
天
勤
行
）
迄
に
持
っ
て
っ
て
、
ほ
れ
か
ら
す
ぐ
に
走

り
走
り
に
戻
っ
て
又
一
ざ
る
か
た
ん
で
晝
ま
い
り
の
す
む
ま
で
に
運
ん

で
売
っ
た
が
や
ぞ
け･･･

。
ほ
れ
か
ら
下
浦
の
方
は
折
戸
の
ま
い
り
に

け
の･･･

。
と
こ
ろ
が
三
崎
を
通
る
時
、
宇
治
や
引
砂
の
在
所
に
止
め

ら
れ
て･･･

。
あ
ｯ
こ
ら
へ
ん
の
人
の
コ
ッ
ス
イ
の
に
ｱ
、
は
や
は
や

い
わ
っ
て
し
も
た
も
ん
や
け
「
お
れ
に
も
売
っ
て
く
だ
ｯ
し
、
お
れ
に

も
、
お
れ
に
も･･･

今
ぜ
ん
（
銭
）
も
っ
て
く
る
ぞ
け
」
ほ
ん
な
こ
と

を
云
っ
て
は
、
あ
ん
た
、
前
か
け
に
三
ツ
も
四
ツ
も
入
れ
て･･･

あ
の

在
所
の
小
路
に
は
い
っ
て
し
も
て
わ
か
ら
ん
が
に
な
る
が
や
ん
け･･･

い
わ
っ
て
し
も
た
わ
け
。

　

ほ
や
、
ほ
や
、
あ
の
狼
煙
の
角
田
さ
ん
へ
呼
ば
れ
て
は
い
る
と
、
あ

ん
た
、
た
っ
た
一
つ
の
瓜
で
も
部
屋
か
ら
部
屋
に
と
り
つ
い
で
、
奥
の

床
の
間
の
主
人
さ
ま
の
お
ゆ
る
し
を
待
つ
が
や
っ
た
ぞ
け･･･

。
や
っ

ぱ
り
天
子
さ
ま
や
ッ
た
や
が
ろ
か
ネ
ン
。

　

ほ
れ
か
ら
、
あ
ん
た
、
よ
い
よ
、
西
瓜
で
も
出
来
た
さ
え
に
あ
畠
の

中
に
一
間
四
方
ほ
ど
の
番
小
屋
た
て
て
蚊
帳
吊
っ
て
、
角
燈
と
ぼ
い
て

夜
番
す
る
が
や
っ
た
わ
け
。
ほ
し
て
欅
の
板
吊
っ
と
く
が
や
っ
た
ぞ
け
。

ほ
れ
で
も
コ
ッ
ソ
リ
野
あ
ら
し
に

来
る
若
い
も
ん
ど
も
に
ｱ
、
い

わ
っ
て
し
も
わ
け･･･

。「
ほ
ー

り
ゃ
来
た
ッ
」
と
わ
か
る
と
、
こ

の
板
叩
い
て
「
来
た
ぞ
ー
ッ
」

と
わ
め
く
と
あ
っ
ち
の
畠
か
ら

も
こ
っ
ち
の
畠
か
ら
も
「
来
た

ぞ
ー
ッ
」「
カ
ン
カ
ン
カ
ン
カ
ン

･･･

」
に
ぎ
や
か
な
も
ん
や
っ
た
ぞ
け
。
わ
る
さ
す
る
若
い
も
ん
て
て

只
ほ
ん
な
こ
と
す
る
が
面
白
か
っ
た
が
け
。
ほ
か
の
じ
ぶ
ん
「
お
か
ど
」

て
て
明
星
さ
ま
や
神
保
さ
ま
、
沢
田
さ
ま
新
田
さ
ま
な
ぞ
、
あ
ん
た
何

人
も
何
人
も
若
い
も
ん
ど
も
を
や
と
と
っ
た
が
や
が
ネ
。
こ
の
お
か
ど

連
中
は
み
ん
な
馬
小
屋
の
あ
ま
た
か
に
ス
ベ
や
藁
ま
つ
こ
っ
て
寝
た
が

や
ぞ
け
。
ほ
し
て
は
外
の
若
い
衆
ら
ち
と
面
白
半
分
に
相
談
し
て
は
、

わ
る
さ
し
た
が
や
の
け･･･

。　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

   

▪  

話 

題 

▪　

◉ 

ふ
る
さ
と
奥
能
登
を
唱
う
演
歌
Ｃ
Ｄ
発
売
！

３
月
25
日
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
歌
手
・
サ
サ
キ 

ホ
コ
さ
ん
の
「
能
登
の
岬
で
」

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｃ
Ｄ
番
号K

IC
H

-2
2

5

）

曽
々
木
在
住
の
藤
平
朝
雄
さ
ん
作
詞
の
曲
で
千
年
椿
、
恋
路
、
キ
リ
コ
ま
つ

で

き

ご

と

 

◉ 

東
京
石
川
県
人
会
「
総
会
・
新
年
祝
賀
会
」
を
開
催

　

石
川
県
人
会
は
、
１
月
25
日
東
京
・
紀
尾
井
町

の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
で
平
成
21
年

度
総
会
と
新
年
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
祝
賀
会
は
約

１
７
０
人
が
出
席
し
、
石
田
寛
人
会
長
が
「
石
川
の

た
め
に
出
来
る
こ
と
を
工
夫
し
、
首
都
圏
で
石
川
の

存
在
感
を
発
揮
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
珠
洲

か
ら
参
加
し
た
泉
谷
満
寿
裕
市
長
は
、
祝
辞
の
中
で

「
マ
グ
ロ
蓄
養
事
業
が
開
始
さ
れ
地
元
の
期
待
が
大
き

い
」「
首
都
圏
の
ロ
ッ
テ
リ
ア
で
北
海
道
の
ポ
テ
ト
に

珠
洲
の
塩
が
付
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
是
非
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
前
田
利
祐
名
誉
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
懇
親
会
と
な
っ
た
。
真
智
石
川
県
人
会
副
会
長
、
谷
東
京
珠
洲
会
会

長
や
越
川
俊
治
氏
、
本
田
ゆ
り
子
さ
ん
ら
が
泉
谷
市
長
を
囲
ん
で
歓
談
、
特

別
出
演
の
新
川
二
朗
さ
ん
の
歌
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

◉ 

石
川
県
人
会
理
事
会

　

東
京
石
川
県
人
会
は
、
３
月
４
日
紀
尾
井
町
ラ
ウ
ン
ジ
春
秋
で
開
催
し
た

平
成
21
年
第
１
回
理
事
会
で
、
マ
ク
ベ
ス
公
演
観
劇
行
事
を
行
う
こ
と
と
県

人
会
活
動
の
拡
大
を
目
指
し
会
員
の
募
集
（
年
会
費
３
，
０
０
０
円
）
を
行

う
こ
と
を
決
め
た
。
マ
ク
ベ
ス
公
演
観
劇
の
日
程
は
10
月
11
日
（
日
）
午
後

４
時
30
分
か
ら
で
、
観
劇
後
希
望
者
で
懇
親
会
（
和
倉
温
泉
）
を
開
催
す
る
。

（
マ
ク
ベ
ス
参
加
希
望
者
及
び
県
人
会
会
員
入
会
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
）

電
話 

０
３
（
３
５
５
６
）
１
４
１
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（
３
５
５
６
）
８
１
１
３

◉ 

石
川
県
交
流
会
準
備
会
の
開
催

　

石
川
県
と
実
行
委
員
会
は
３
月
20
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
交
流
推
進

会
を
開
催
し
た
。
推
進
会
に
は
珠
洲
会
、
飯
高
同
窓
会
、
奥
能
登
応
援
団
が

参
加
「
平
成
21
年
首
都
圏
交
流
会
」
を
七
月
～
八
月
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

  

▪ 

若
山
町
出
身
の
坂
口
靖
幸
さ
ん（
幸
東
）　

角
界
入
り 

▪ 

　

東
洋
大
相
撲
部
の
坂
口
靖
幸
さ
ん
（
22
歳
）
が
大
相
撲
の
玉
ノ
井
部
屋
に

入
門
、
３
月
の
春
場
所
で
初
土
俵
を
踏
ん
だ
。
１
８
６
セ
ン
チ
、
１
５
５
キ

ロ
の
大
器
で
元
大
関
栃
東
親
方
の
期
待
も
大
き
い
。

    

春
場
所
の
成
績
は
二
勝
四
敗
で
し
た
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

郷
土
力
士
の
成
績

　

  

位　

置 

力
士
名 

部　

屋 

春
場
所
成
績 

 

本　

名

　

 

西
幕
下
二
六 

玉
大
輝 

片
男
波 

二
勝
五
敗 

久
山　

毅

　

 

東
幕
下
五
九 

松
緑 

阿
武
松 

五
勝
二
敗 
藪
下
哲
也

　

 

東
三
段
目
六
二 

駿
馬 

間
垣 

四
勝
三
敗 
中
板
秀
二

　

 

東
三
段
目
六
八 

能
登
桜 

阿
武
松 

四
勝
三
敗 

島　

和
也

　

 

西
三
段
目
六
九 

寺
下 

阿
武
松 

全
休 

寺
下
隆
浩

　

 

西
三
段
目
七
七 

三
瀬 

玉
ノ
井 

三
勝
四
敗 

三
浦
功
太

 
▪ 
東
京
石
川
県
人
会 

▪

り
、
禄
剛
崎
な
ど
珠
洲
の
情
景
が
読
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
会
で
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

◉ 

東
京
で
見
附
島
が
見
え
る
！
？

銭
湯
背
景
画
絵
師
中
島
盛
夫
さ
ん
が
描
い
た
見
附
島
が
都
内
で
２
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

○
練
馬
区　

ニ
ュ
ー
銭
湯
和
倉
︿
男
湯
﹀

 

（
初
代
経
営
者
高
瀬
豊
男
さ
ん
は
旧
富
来
町
出
身
）

○
台
東
区　

寿
湯



　

◉
ふ
る
さ
と
の
行
事
（
春
・
夏
）

４
月
17
日
～
19
日 

曳
山
祭
（
５
０
０
年
の
伝
統
行
事
）　

能
登
町
宇
出
津

５
月
２
日
～
３
日 

小
木
伴
旗
ま
つ
り
（
県
指
定
無
形
文
化
財
）
能
登
町
小
木

７
月
３
日
～
４
日 

あ
ば
れ
祭
り　

能
登
町
宇
出
津

７
月
20
日
～
21
日 

飯
田
燈
籠
山
ま
つ
り　

珠
洲
市
飯
田
町

７
月
25
日
（
土
） 

人
形
き
り
こ
祭
り　

能
登
町
松
波

７
月
27
日
（
月
） 

恋
路
の
火
祭
り　
　

能
登
町
恋
路
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能登半島の各地で古くから植栽されている能登キリシマツツジが５月上旬、燃えるよう
な深紅の花が一斉に咲き誇ります。各家の庭で大事に手入れされていますが、開花の期
間、庭を一般に解放しています。観賞してみませんか。

のとキリシマツツジフェスティバル ５月３日～４日 能登空港 盆栽展示・苗木即売など
◎お問い合わせ先　
　能登キリシマツツジ連絡協議会　鳳珠郡能登町天坂乙１－字８３　0768(76)0247
　珠洲商工会議所　珠洲市飯田町１－１－９　0768(82)1115

能登での記念の結婚式いかがですか　
大谷の鯉のぼりフェスティバル
　4 月 25 日～５月 10 日　大谷町
◦大谷町では、五月大谷川に飾る鯉のぼりを募集
　しています。タンスの中の眠っている鯉のぼり
　がありましたら是非お送りください。

◆ 鯉恋結婚式　５月３日（ 日）
大谷公民館：担当　助光

℡ fax 0768(87)2222まで

◆ 千 枚 田  結 婚 式

　平成 21 年９月 27 日（日）　
　輪島市千枚田
　お問合わせ　輪島市観光課

ブライダルの話題

のとキリシマツツジ「深紅の旅」はいかがでしょうか
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関
西
で
も
“
奥
能
登
応
援
団
”
を
発
足
さ
せ
よ
う
と
の
動
き
が
あ
り

ま
す
。「
誰
か
故
郷
を
思
わ
ざ
る
…
…
」
の
歌
詞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

故
郷
を
離
れ
て
奥
能
登
の
良
さ
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
元
気

な
能
登
を
期
待
す
る
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
う
ね
り
の
よ
う
に
全
国
の
出

身
者
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
東
京
か
ら
も
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
も
関
西
の
お
知
り
合
い
に
是
非
お
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

２
月
４
日
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
事
務
局 

坂
本
秀
八
氏
、
３
月

12
日
能
登
す
ず
な
り
（
旧
珠
洲
観
光
協
会
）
紺
谷
岳
寿
氏
の
来
訪
を
受

け
ま
し
た
。
奥
能
登
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

出
身
者
一
人
一
人
が
応
援
団
で
あ
り
、
観
光
大
使
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
大
い
に
奥
能
登
を
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
。

事 

務 

局 

か 

ら

制　

 

作     

株
式
会
社 

警
察
研
修
社  TEL. 0

3

─3
3

6
5

─3
8

2
9

   info@
kksh.jp

     

▪   

行
事
案
内 

▪　

◦
「
東
京
珠
洲
会
」
総
会

　
　

５
月
24
日
（
日
）　

13
：
00
～　

 

御
徒
町
・
池
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
費
５
，
０
０
０
円

　
　

参
加
申
し
込
み
は
、
谷
克
巳
会
長

                      

TEL 

０
３
（
３
８
２
１
）
０
５
４
０　

ま
で

◦ 

洋
画
家　

岡
崎
洋
児
氏　

ピ
エ
ゾ
ー
グ
ラ
フ
展

　
　

８
月
３
日
（
月
）
～
９
日
（
日
）
10
：
00
～
20
：
00
（
最
終
日
17
：
00
）

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
八
重
洲 

東
京

　
　

※
珠
洲
焼
き
展
示
も
あ
り
ま
す

　
　

お
問
い
合
わ
せ
先 　

珠
洲
市
狼
煙
町
ヵ
ー
５
８　

 
                                

TEL  

０
７
６
８
（
８
６
）
２
６
８
０

◦ 

宝
塚
歌
劇
団
観
劇

　
　

６
月
20
日
（
土
）
宝
塚
歌
劇
団
宙
組
東
京
公
演
観
劇
会

　
　

観
劇
後
「
珠
洲
春
希
さ
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
交
流
会
」

◦ 

珠
洲
物
産
展
（
仮
称
）

　
　

６
月
20
日
（
土
）
～
21
（
日
）

　
　

板
橋
区
大
山　

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
商
店
会

　
　
（
主
催  

珠
洲
市
商
工
会
議
所
・
協
力  

珠
洲
市
、
能
登
す
ず
な
り
）

昨年 10 月に我社から北九州高等専門学校へ電子
計測器を 20 台寄付したときの写真です。一緒に
写っている方（左側）は、高専の校長さんです。

◉ 

松 

木　

茂 
雄　
（
東
松
山
市
在
住
︿
上
戸
町
出
身
﹀）

▪ 

略
歴
等

　

 

１
９
７
３
年
：（
株
）
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
入
社
（
業
種
：
半
導
体
試
験
装
置
関
連
）

　

 

２
０
０
２
年
：
AS
シ
ス
テ
ム
事
業
部
長

　

 

２
０
０
６
年
：（
株
）
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
九
州
シ
ス
テ
ム
ズ
（
所
在
地　

福
岡
県
北
九
州
市
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役
社
長
就
任

◦ 

趣
味　

ゴ
ル
フ
と
、
最
近
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
ま
し
た

▪  

続
け
た
い
故
郷
と
の
関
わ
り

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
東
京
へ
出
て
来
て
以
来
、
今
年
で
43
年
も
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

現
在
、
福
岡
県
の
北
九
州
市
に
赴
任
し
、
３
年
経
過
中
で
あ
り
ま
す
が
、
北

九
州
は
海
に
近
く
、
景
色
も
良
く
、
魚
も
新
鮮
、
ま
た
日
本
海
に
面
し
て
い

ま
し
て
珠
洲
の
上
戸
出
身
者
と
し
て
は
、
風
土
的
に
は
何
か
生
ま
れ
育
っ
た

能
登
に
近
い
な
あ
と
時
々
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
平
均
す
る
と

３
、４
年
に
１
回
の
わ
り
に
能
登
に
帰
省
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
度
に
必
ず

朝
早
く
起
き
て
上
戸
の
浜
辺
に
行
っ
て
、
見
附
島
か
ら
蛸
島
の
海
岸
線
を
し

ば
ら
く
傍
観
し
な
が
ら
、
い
つ
も
何
か
落
ち
着
く
も
の
が
あ
り
「
気
分
」
も

癒
さ
れ
、
や
っ
ぱ
り
「
原
風
景
」
が
私
の
ど
こ
か
に
潜
ん
で
い
る
と
実
感
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、「
寄
稿
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
お
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

私
は
、
能
登
か
ら
出
て
来
て
ず
っ
と
埼
玉
県
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
関

東
在
住
の
飯
田
高
校
卒
業

の
同
窓
生
と
は
、
こ
の
約

40
年
間
継
続
的
に
年
数
回

「
ミ
ニ
同
窓
会
」
等
を
開
い

て
、
仕
事
を
離
れ
た
そ
の

時
々
の
話
題
で
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
話
題
の
中
心

は
、
い
つ
も
故
郷
に
関
連

し
た
近
況
で
盛
り
上
が
る

の
が
毎
度
の
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

少
し
ず
つ
世
代
や
世
相
を

反
映
し
て
「
ふ
る
さ
と
納

頑
張
る
奥
能
登
人

税
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
か
で
き
な
い
か
が
時
々
話
題
と
し
て
出
る
よ
う
に

な
り
、
仲
間
の
M
さ
ん
が
「
奥
能
登
応
援
団
」
と
関
わ
り
を
持
た
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
今
回
の
寄
稿
依
頼
を
私
が
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

我
々
団
塊
世
代
に
と
っ
て
、「
一
生
懸
命
働
い
て
来
た
最
終
章
」
を
無
事
勤

め
終
わ
っ
た
人
、
ま
だ
も
う
少
し
踏
ん
張
っ
て
い
る
人
等
様
々
で
あ
り
ま
す
。

私
も
例
外
で
な
く
、「
第
二
の
人
生
」
を
こ
れ
か
ら
楽
し
む
た
め
に
準
備
も
始

め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
で
生
ま
れ
故
郷
と
関
わ
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
し
今
回
の
寄
稿
で
何
か
の
き
っ
か
け
に
で
も
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
微
力
」
の
集
合
を
基
に
し
て
、「
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す

人
」、「
実
行
す
る
人
」、「
そ
れ
を
送
り
届
け
る
人
」、「
受
け
取
る
人
」、「
結
果

を
連
絡
す
る
人
」
等
の
「
志
の
あ
る
人
」
が
ど
ん
な
形
で
も
参
加
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
ル
ー
ト
を
作
る
案
も
あ
る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
我
々
仲
間
が
「
心
身
共
に
健
康
」
で
あ
る
こ
と
が
、
何
を
す
る
上
で
も
第

１
条
件
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

◉ 

船 

本  

純 

治　
（
蓮
田
市
在
住
︿
宝
立
町
出
身
﹀）

▪ 

略
歴
等

 　

１
９
７
０
年
１
２
月　

山
武
計
装
㈱　

入
社

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
大
阪
支
店
、
山
武
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱ 

東
京
本
店
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
名
古
屋
支
店

 　

２
０
０
７
年　

４
月　

㈱
山
武
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
本
店

　

  　
　
　
　
　
　
　

   

（
所
在
地 

品
川
区
東
品
川
）
常
務
サ
ー
ビ
ス
本
部
長

◦ 
趣
味　

ゴ
ル
フ

▪ 

故
郷
の
思
い

　

故
郷
珠
洲
を
後
に
し
て
早
45
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
田
舎
に
育
っ

た
年
月
の
2.5
倍
の
時
間
を
東
京
と
い
う
魔
物
の
世
界
で
ひ
っ
そ
り
と
費
や
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
闇
雲
に
生
き
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
実
感
で
、
果
た

し
て
何
を
残
し
た
の
か
何
が
残
っ
た
の
か
と
問

わ
れ
れ
ば
…
…
…
言
葉
も
無
い
。

　

こ
の
年
に
な
る
と
田
舎
で
の
17
年
間
の
暮
ら

し
が
何
を
し
て
い
た
の
か
な
と
思
い
出
す
の
も

定
か
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
海
の
情
景
を

季
節
ご
と
に
早
朝
・
昼
間
・
夕
方
と
思
い
浮
か

べ
た
と
き
、
あ
の
と
き
に
戻
れ
れ
ば
な
と
思
わ

ず
に
は
居
ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
特
に
真
冬
の
珠
洲
湾
越
し
に
見
る
立

山
連
峰
の
目
に
し
み
る
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
最
近
は
七
夕
祭

り
も
一
層
田
舎
回
帰
の
思
い
を
強
く
し
ま
す
。
こ
う
し
て
何
と
か
元
気
に
暮
ら

し
ま
た
、
旧
友
と
の
語
ら
い
で
17
年
間
の
懐
か
し
さ
が
味
わ
え
る
こ
と
に
少
な

か
ら
ず
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

　

人
生
の
終
盤
を
皆
さ
ん
と
楽
し
く
語
り
合
い
た
い
も
の
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
一
年
（
１
９
６
６
年
）
飯
田
高
校
卒
・
団
塊

世
代
の
お
二
方
か
ら
の
寄
稿
で
す
。


